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2

　美作市社会福祉協議会は３月２５日㈮、作東長寿センターで第４回理事会及び第２
回評議員会を開催し、社協・生活支援活動強化方針（全社協）に沿った生活支援の取
り組みを強化し、誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを進めていく
ことを基本方針とした事業計画・予算を決定しました。

理事会で開会挨拶を行う春名 宏会長（正面中央)評議員会で採決を行う鳥越重一議長（正面中央)

｢誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」 をめざして
平成28年度事業計画・予算が決定

○
重
点
事
業
計
画

１
．
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応

２
．
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

３
．
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
徹
底

４
．
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築

５
．
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

○
重
点
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み

1
．
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
く
事
業
の

実
施

　

平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
「
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
に
基
づ
き
、
美
作
市
と
連
携
し
、

住
民
、
行
政
、
社
協
の
協
働
に
よ
る
地
域
福

祉
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
地
域
（
地
区
社
協
）
を
対
象

と
し
た
「
福
祉
会
議
」
や
「
見
守
り
会
議
」、

地
区
実
態
調
査
を
地
区
社
協
と
協
働
し
て
実

施
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

2
．
権
利
擁
護
・
生
活
支
援
体
制
の
強
化

　

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た

い
と
思
う
気
持
ち
を
尊
重
し
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相
談
や
手
続
き
等
支
援

の
た
め
、
継
続
し
て
次
の
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

① 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

・
見
守
り
会
議
の
実
施
（
３０
地
区
社
協
）

・
福
祉
相
談
員
に
よ
る
要
支
援
者
と
訪
問
員

の
訪
問
調
整
、
相
談
業
務

・
ふ
れ
あ
い
訪
問
員
研
修
会
の
開
催

② 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

・
生
活
支
援
員
に
よ
る
援
助
実
施

③ 

法
人
後
見
事
業

・
法
人
後
見
運
営
委
員
会
の
開
催
（
年
４

回
）

・
成
年
後
見
制
度
利
用
相
談
の
実
施

・
法
人
後
見
事
業
の
受
任

・
後
見
支
援
員
に
よ
る
援
助
実
施

④ 

権
利
擁
護
の
普
及
・
啓
発
・
連
携

・
市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
実
施
（
新
規
）

・
成
年
後
見
制
度
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
広
報
活
動
、
出
前
講
座
の
実
施

・
美
作
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
平
成
28
年

度
開
設
）
と
の
連
携
、
協
力

⑤ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償
還
業
務
の

実
施

⑥ 

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会
の
実
施

⑦ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
関
す
る
事
業

・
緊
急
食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業

・
修
学
支
援
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

・
中
間
就
労
支
援
事
業
の
検
討
（
新
規
）

3
．
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
充
実
・

強
化

　

地
区
社
協
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、
住
民

主
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
福
祉
関
係
機
関
も

含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
・
住
民
ニ
ー
ズ

を
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
を
形
成
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
背
景
と
し
て
は
、
社
協
が

本
来
行
う
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
（
地

域
に
対
す
る
援
助
技
術
）
の
向
上
を
目
指

し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ
り
方
を
改
め

て
見
直
し
、
多
様
な
ケ
ー
ス
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
行
い

ま
す
。

⑴ 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
の
推
進

① 

地
区
社
協
基
盤
強
化
事
業

・
地
区
社
協
構
成
員
に
愛
育
委
員
、
栄
養
委

員
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
含

め
た
組
織
の
基
盤
強
化
を
行
う
。

② 

地
区
社
協
福
祉
会
議
事
業

・
地
区
の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

・
地
区
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活

動
計
画
書
を
策
定
す
る
。

③ 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

・
地
区
社
協
内
の
集
落
を
単
位
と
し
た
定
期

的
な
見
守
り
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り
を
構

築
す
る
。

・
見
守
り
会
議
を
開
催
し
、
見
守
り
対
象
者

と
訪
問
員
の
名
前
だ
し
を
行
う
。

・
市
社
協
の
支
援
は
、
福
祉
相
談
員
・
専
門

員
が
見
守
り
会
議
や
対
象
者
、
訪
問
員
の

調
整
活
動
を
地
域
と
協
働
し
て
行
う
。

⑵ 

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
実
施

① 

地
域
文
化
伝
承
事
業

② 

広
報
紙
作
成
支
援
事
業

③ 

高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

④ 

友
愛
訪
問
支
援
事
業

⑤ 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
規
立

ち
上
げ
推
進
事
業

⑶ 

各
種
連
絡
会
・
委
員
会
の
開
催

① 

地
域
社
協
連
絡
会
の
開
催  

≪
市
圏
域
≫

② 

地
域
社
協
会
議
の
開
催  

≪
地
域
圏
域
≫

③ 

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
の
開
催

≪
市
圏
域
≫

④ 

地
区
社
協
会
長
会
の
開
催  

≪
市
圏
域
≫

⑷ 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
推

進
事
業

① 

サ
ロ
ン
の
立
上
げ
及
び
運
営
支
援

② 

サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

③ 

サ
ロ
ン
食
材
費
助
成
事
業

④ 

サ
ロ
ン
備
品
整
備
助
成
事
業

（
平
成
２７
～
２9
年
度
）

⑤ 

サ
ロ
ン
外
出
支
援
事
業



事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

予備費支出⑽
当期資金収支差額合計⑾=⑶+⑹+⑼－⑽
前期末支払資金残高⑿
当期末支払資金残高⑾+⑿
資金収入支出予算総額

収
　

入

支
　

出

事業活動資金収支差額⑶=⑴－⑵
収
入
支
出
施設整備等資金収支差額⑹=⑷－⑸

収
入

支
　
出

その他の活動資金収支差額⑼=⑺－⑻

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入

受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

事業活動収入計⑴
人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費支出

助成金支出

負担金支出
事業活動支出計⑵

施設整備等収入計⑷
固定資産取得支出

施設整備等支出計⑸

積立資産取崩収入
その他の活動収入計⑺

積立資産支出
その他の活動による支出

その他の活動支出計⑻

本年度
予算額

7,782

5,500

58,978

55,967
3,818

186,968
5,950
2,630

865
328,458
232,808
67,336
3,221
2,290

24,687

815
331,157
△2,699

0
193
193
△193

16,180
16,180
1,926
9,362
11,288
4,892
2,000

0
0
0

344,638

備　　考

社協会員会費
香典返し・見舞い返し
一般寄付
美作市補助金・県社協助成金
共同募金配分金、その他助成金
美作市・県社協受託金
各事業利用料
介護保険報酬
支援費報酬

社協会費配分金・サロン助成金
サロン備品整備事業
地区社協メニュー事業
各種団体助成 他

勘　定　科　目

3

平成28年度　一般会計　資金収支予算書
㉂平成28年４月１日　㉃平成29年３月31日

【社会福祉事業　合算】 単位：千円

2

　美作市社会福祉協議会は３月２５日㈮、作東長寿センターで第４回理事会及び第２
回評議員会を開催し、社協・生活支援活動強化方針（全社協）に沿った生活支援の取
り組みを強化し、誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを進めていく
ことを基本方針とした事業計画・予算を決定しました。

理事会で開会挨拶を行う春名 宏会長（正面中央)評議員会で採決を行う鳥越重一議長（正面中央)

｢誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」 をめざして
平成28年度事業計画・予算が決定

⑥ 
サ
ロ
ン
買
い
物
支
援
事
業

⑸ 
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
普
及
啓
発
事
業

①
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
美

作
」
の
開
催

② 

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

⑹ 

愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
・
民
生
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携

⑺ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

⑻ 

保
健
・
福
祉
・
医
療
等
関
係
機
関
・
団

体
と
の
連
携

⑼ 

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及

4
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
と
活
動
支

援
① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

１
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
絡
調

整
や
活
動
支
援

２
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・
支

援

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発

　

１
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

２
小
・
中
学
校
等
で
の
福
祉
教
育
に
関
す

る
支
援

③ 

人
材
の
育
成
（
各
種
養
成
講
座
、
研
修

会
等
の
開
催
）

　

１
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催

　

２
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催

④ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓

練
事
業
（
新
規
）

5
．
子
育
て
支
援
の
推
進

① 

子
育
て
サ
ロ
ン
（
勝
田
１
、
大
原
１
、
東

　
粟
倉
１
、
美
作
２
、
作
東
２
、
英
田
１
）

② 

あ
か
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
（
美
作
）

③ 

預
か
り
保
育
（
大
原
・
美
作
）

④ 

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
美

作
）

⑤ 

子
育
て
用
品
の
貸
出
事
業

6
．
広
報
活
動
の
充
実

① 

社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
年
間
12
回
）

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

③ 

地
区
社
協
だ
よ
り
発
行
の
推
進

7
．
介
護
保
険
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
の
円
滑
な

運
営

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
居
宅
に
お
い
て
、

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
障
が
い

者
・
児
の
社
会
参
加
と
地
域
で
の
自
立
生
活

支
援
充
実
の
た
め
、
継
続
し
て
次
の
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

① 

指
定
介
護
保
険
事
業
所

１
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
大
原
）

２
訪
問
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
）

３
通
所
介
護
事
業
（
大
原
・
東
粟
倉
・
作

東
）

４
訪
問
入
浴
介
護
事
業
（
大
原
）

５
介
護
予
防
事
業

② 

在
宅
福
祉
事
業

１
福
祉
器
具
、
物
品
、
祭
壇
の
貸
出
事
業

２
福
祉
機
器
、
介
護
用
品
斡
旋
事
業

３
福
祉
有
償
運
送
事
業

４
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
（
大
原
・

作
東
）

５
食
の
自
立
支
援
事
業
（
大
原
・
作
東
・

英
田
）

③ 

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

１
居
宅
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
）

２
地
域
生
活
支
援
事
業

３
障
が
い
者
共
同
作
業
所
（
美
作
：
む
ぎ

の
会
）

8
．
福
祉
団
体
へ
の
支
援

① 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

② 

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

③ 

遺
族
会

④ 

保
護
司
会

⑤ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

9
．
法
人
運
営
体
制
の
強
化

�
．
指
定
管
理
施
設
の
経
営

�
．
共
同
募
金
運
動
の
推
進



入門課程養成講座
手話奉仕員

4

お 知 ら せ

　手話奉仕員（手話のできるボランティア）の第一歩となるこの入門課程では、あいさつや
自己紹介など手話の基礎の基礎から学べる初心者向けの講座を行います。修了後はサークル
活動等を行いながら、平成29年度に開催予定の基礎課程を受講していただきます。聴覚障
がい者の社会参加の支援者となる手話奉仕員となって活躍してくださる方のご参加をお待ち
しております。

【日　　程】

【場　　所】　美作市社会福祉協議会美作支所（美作市北山401番地）

【参 加 料】　3,500円（テキスト代含む）
　　※テキストは平成29年度の基礎課程でも使えます。

【対 象 者】　美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村にお住まいの方または
　　　　　　　同地域において手話奉仕員として活動できる方

【定　　員】　30名　※申込者が３人以下の場合は講座の実施はありません。

【申込締切】　平成28年5月18日(水）まで
電話等で美作市社協までお申込みください。(氏名、住所、電話番号）

【主　　催】　社会福祉法人　美作市社会福祉協議会

【協　　力】　岡山県聴覚障害者福祉協会美作支部

【問合せ申込み先】　美作市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　　　　　　　電話：0868-75-2622　FAＸ：0868-75-7081

　平成28年５月30日(月）～ 11月21日(月）
　毎週月曜日　13時30分 ～15時30分（計25回）
　　※月曜日が祝日の場合は、翌日火曜日に開催。８月15日の週は休講。

手話奉仕員
養成講座入門課程

受講生
　募集!

　
美
作
ろ
う
あ
協
会
は
、
行
事
、
学
習

会
、
交
流
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
美
作
市
に
は
手
話
を
言
語
と
す
る

ろ
う
者
、
難
聴
者
が
い
ま
す
。
聴
覚
障

が
い
者
と
手
話
学
習
者
が
楽
し
く
気
軽

に
集
え
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
、
手
話
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
覚
え
て
、
会
話
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
ひ
と
り
で
も
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ま
へ
、
手
話
と
聴
覚
障
が
い

者
へ
の
理
解
が
ひ
ろ
ま
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　
手
話
も
心
も
通
じ
合
え
た
ら
い
い
で

す
ね
！
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
受
講
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
：
美
作
ろ
う
あ
協
会

　
会
長
　
田
中
　
勝
文
）

「
手
話
で
楽
し
く
会
話
を

　
　し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」



　美作市社会福祉協議会では、広報紙の紙面に民間企業等の有料広告を掲載し、広報紙の発行の財源確
保に努めています。社協では、以下の内容で広告を募集しています。皆様のご協力をお願いいたします
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人
事
異
動
（
平
成
28
年
４
月
１
日
付
）

退

　職
（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
）

美作市社会福祉協議会各支所までお問い合
わせください。

１冊200円 さき大格　　価

内　　容

購入方法

●氏名・生年月日・両親・兄弟姉妹・配偶
　者・こどものことなど
●信頼する人たちリスト
●わたしの生き方
　　　　　　（学歴・仕事・思い出など）
●生前の希望（医療・介護・財産など）
●死後の希望（葬儀・財産など）
●気持ちを伝えたい方へのメッセージ
●思い出のアルバム　他

Ａ4版 10ページ　人は誰でもいつか「その日」を迎えます。
自分の終末期や死後に家族にこうしてほしいと
いう希望や、伝えておきたいことを記しておく
ノート…それが「わたしの生き方ノート」です。
　遺言書と違って、法的な拘束力はありませ
んが、本人の遺志を明確に伝えるという点で効
力を発揮します。
　自分自身のために…残された家族が困らな
いために、自分の終末についての考えを書い
ておくことはとても大切なことです。まだ先の
こと…と考えないで、最後まで自分らしく生き
るために、｢わたしの生き方ノート」を書き始
めませんか！心も体も元気な今のうちに…
　社会福祉協議会では「わたしの生き方ノー
ト」を希望者に実費でお分けしています。

～エンディングノートの紹介～
｢わたしの生き方ノート」を書きませんか。

〈お問い合わせ先〉　美作市社会福祉協議会 総務課まで　☎0868-75-2622

［募集内容］ ［申込み］

１枠 74mm×87mm　２枠 74mm×174mm

Ａ４版、２色刷り、８ページ
13,500部
毎月20日発行

４枠以内（１企業２枠まで）
１枠　１月10,000円　　２枠　１月20,000円

（ただし、社協会費特別会員10％減額）

表紙・裏表紙以外の下段 

掲載希望月の前月20日まで

種　　類
規　　格
発行部数
発行形態

広報紙の
仕様

募集期間

広告規格
掲載場所

掲 載 料

掲載枠数

社協だより「はい! 社協です!」 １．掲載希望月の前月20日までに美作
市社会福祉協議会各支所に備え付
けの申請書に必要事項を記入の上、
広告原稿がすでにある場合は広告
原稿（データ）を、また、広告原
稿がない場合には、広告イメージ
を記載したもの及びその内容を説
明したものを添えてお申し込みく
ださい。

２．審査後、広告掲載の可否について
通知を送付します。掲載決定通知
が届いた方は、指定の期日までに
掲載料を納入してください。期日
までに納入がない場合は掲載でき
ませんのでご注意ください。

社協だより 広告募集のご案内

入門課程養成講座
手話奉仕員
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お 知 ら せ

　手話奉仕員（手話のできるボランティア）の第一歩となるこの入門課程では、あいさつや
自己紹介など手話の基礎の基礎から学べる初心者向けの講座を行います。修了後はサークル
活動等を行いながら、平成29年度に開催予定の基礎課程を受講していただきます。聴覚障
がい者の社会参加の支援者となる手話奉仕員となって活躍してくださる方のご参加をお待ち
しております。

【日　　程】

【場　　所】　美作市社会福祉協議会美作支所（美作市北山401番地）

【参 加 料】　3,500円（テキスト代含む）
　　※テキストは平成29年度の基礎課程でも使えます。

【対 象 者】　美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村にお住まいの方または
　　　　　　　同地域において手話奉仕員として活動できる方

【定　　員】　30名　※申込者が３人以下の場合は講座の実施はありません。

【申込締切】　平成28年5月18日(水）まで
電話等で美作市社協までお申込みください。(氏名、住所、電話番号）

【主　　催】　社会福祉法人　美作市社会福祉協議会

【協　　力】　岡山県聴覚障害者福祉協会美作支部

【問合せ申込み先】　美作市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　　　　　　　電話：0868-75-2622　FAＸ：0868-75-7081

　平成28年５月30日(月）～ 11月21日(月）
　毎週月曜日　13時30分 ～15時30分（計25回）
　　※月曜日が祝日の場合は、翌日火曜日に開催。８月15日の週は休講。

手話奉仕員
養成講座入門課程

受講生
　募集!

　
美
作
ろ
う
あ
協
会
は
、
行
事
、
学
習

会
、
交
流
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
美
作
市
に
は
手
話
を
言
語
と
す
る

ろ
う
者
、
難
聴
者
が
い
ま
す
。
聴
覚
障

が
い
者
と
手
話
学
習
者
が
楽
し
く
気
軽

に
集
え
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
、
手
話
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
覚
え
て
、
会
話
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
ひ
と
り
で
も
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ま
へ
、
手
話
と
聴
覚
障
が
い

者
へ
の
理
解
が
ひ
ろ
ま
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　
手
話
も
心
も
通
じ
合
え
た
ら
い
い
で

す
ね
！
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
受
講
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
：
美
作
ろ
う
あ
協
会

　
会
長
　
田
中
　
勝
文
）

「
手
話
で
楽
し
く
会
話
を

　
　し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

○
事
務
局
長
兼
ね
て
総
務
課
長　
　
　
　
　

春
名　

正
敏

（
事
務
局
次
長
兼
ね
て
総
務
課
長
）

○
事
務
局
次
長
兼
ね
て
地
域
福
祉
課
長
、
作
東
支
所
長　
　

内
田　
　

薫

（
地
域
福
祉
課
長
兼
ね
て
作
東
支
所
長
）

○
地
域
福
祉
課
福
祉
相
談
員
兼
ね
て
日
援
事
業
専
門
員　
　

西
森
真
都
美

（
地
域
福
祉
課
福
祉
相
談
員
兼
ね
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
勝
田
支
所
主
任
兼
ね
て
市
老
連
・
市
身
障
団
体
事
務

　
　

道
上
由
美
子

（
勝
田
支
所
福
祉
活
動
専
門
員
兼
ね
て
市
老
連
団
体
事
務
）

○
美
作
支
所　

主
任
兼
ね
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・　

　

セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　
　

大
畑　

美
幸

（
美
作
支
所
福
祉
活
動
専
門
員
）

○
大
原
支
所　

介
護
保
険
事
業
統
括
管
理
者
兼
ね
て
通
所　

　

生
活
相
談
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
利
圭
一
朗

（
大
原
支
所　

介
護
保
険
事
業
統
括
管
理
者
兼

大
原
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
長
、
介
護
支
援
専
門
員
）

○
作
東
支
所　

通
所
介
護
員　
　
　
　
　
　

神
原　
　

浪

（
東
粟
倉
支
所　

通
所
介
護
員
）

○
大
原
支
所　

介
護
支
援
専
門
員　
　
　
　

福
田　

和
広

（
作
東
支
所　

通
所
介
護
員
）

○
作
東
支
所　

訪
問
介
護
員　
　
　
　
　
　

村
上　

満
子

（
大
原
支
所　

通
所
介
護
員
）

○
大
原
支
所　

通
所
介
護
員　
　
　
　
　
　

遠
竹　

円
香

（
作
東
支
所　

訪
問
介
護
員
）

山
下　

昭
二　
　

事
務
局
長



【 

あ
と
が
き 

】

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
典
返
し

見
舞
返
し

一
般
寄
付

表紙の写真

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。
編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

本所・作東支所 〒709-4234　美作市江見280
TEL(0868)75-2622　FAX(0868)75-7081

大 原 支 所 〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL(0868)78-0509　FAX(0868)78-3230

美 作 支 所 〒707-0014　美作市北山401
TEL(0868)72-3677　FAX(0868)72-3969

勝 田 支 所 〒707-0113　美作市真加部1616
TEL(0868)75-3601　FAX(0868)75-3602

東 粟 倉 支 所 〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL(0868)78-2800　FAX(0868)78-2946

英 田 支 所 〒701-2604　美作市福本806-1
TEL(0868)74-2488　FAX(0868)74-3232

こ
く
う
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大
野
地
区
社
協
（
大

原
地
域
）
で
は
、
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
を
対
象
に
年
２
回
友

愛
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
時
に
は
安
否
確
認
に
加
え
、
日

頃
の
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
な
ど

を
お
た
ず
ね
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
集

計
を
行
い
、
地
区
の
福
祉
課
題
と
し
て

捉
え
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　季
節
の
象
徴
の
桜
花
も
散
り
、
社
協
だ
よ

り
発
行
日
は
、
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
穀
雨

に
あ
た
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
フ
ジ
の
花
な

ど
が
咲
き
始
め
、
野
菜
の
種
も
芽
吹
き
葉
を

育
て
る
時
期
に
か
か
る
。

　市
社
協
は
、
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催

し
、
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
し
た
。
基
本

方
針
に
謳
わ
れ
て
い
る
少
子
高
齢
化
や
景
気

の
低
迷
等
々
の
社
会
問
題
を
背
景
に
孤
独
死

や
権
利
擁
護
の
問
題
な
ど
生
活
課
題
は
深
刻

化
し
て
来
て
お
り
、
こ
の
課
題
を
把
握
し
解

決
を
図
る
に
は
、
市
内
31
地
区
社
協
を
主
体

と
し
た
「
福
祉
会
議
事
業
」
や
「
お
た
が
い

さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
な
ど
地
区
社
協
活
動
の

重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　「誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
使
命
と
す
る
社

協
は
、
関
係
職
員
が
地
域
に
出
向
き
課
題
把

握
に
努
め
、
一
歩
一
歩
で
あ
る
が
解
決
に
あ

た
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
２
月
21
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
20
日 

受
付
分

真　

殿　
　

皆
木　

和
昭　

様

（
亡　

竹　

野
）

真
加
部　
　

小
林　

憲
治　

様

（
亡　

千
恵
子
）

杉　

原　
　

福
田　

耕
治　

様

（
亡　

よ
し
子
）

矢　

田　
　

定
森　

富
子　

様

（
亡　

正　

義
）

大　

町　
　

在
本　

俊
雄　

様

（
亡　

辰　

夫
）

馬　

形　
　

新
免　

良
之　

様

（
亡　

寿　

子
）

宗　

掛　
　

竹
内　
　

重　

様

（
亡　

三
千
子
）

下
庄
町　
　

押
田　

辰
己　

様

（
亡　

太　

佐
）

田　

井　
　

井
上　

博
之　

様

（
亡　

雅　

勝
）

和　

田　
　

入
矢　

憲
次　

様

（
亡　

美
千
江
）

明　

見　
　

岩
谷　

清
次　

様

（
亡　

清　

美
）

明　

見　
　

岡
本　

清
和　

様

（
亡　

節　

也
）

明　

見　
　

岡
本　

弘
聰　

様

（
亡　

多
津
子
）

湯　

郷　
　

小
林　

雅
男　

様

（
亡　

艶　

子
）

湯　

郷　
　

山
本　

昭
男　

様

（
亡　

智　

子
）

湯　

郷　
　

中
島
美
代
子　

様

（
亡　
　

睦　

）

位　

田　
　

龍
門　
　

徹　

様

（
亡　

耕　

平
）

下
大
谷　
　

石
田　
　

誠　

様

（
亡　

静　

夫
）

岩
見
田　
　

西
村　

仁
志　

様

（
亡　

和　

子
）

山　

口　
　

山
本　

定
江　

様

（
亡　

竜　

雄
）

楢
原
上　
　

松
本　

仁
志　

様

（
亡　

恒　

子
）

楢
原
下　
　

豊
久
百
合
子　

様

（
亡　

美　

里
）

楢
原
下　
　

水
嶋　

幸
子　

様

（
亡　

正　

之
）

平　

福　
　

岡
本　

幸
雄　

様

（
亡　

弥
代
子
）

巨　

勢　
　

井
上　

幸
博　

様

（
亡　

三　

郎
）

土　

居　
　

中
尾
栄
三
郎　

様

（
亡　

つ
や
こ
）

宮　

原　
　

田
中
み
や
子　

様

（
亡　
　

一　

）

　

奥　
　
　

赤
堀　
　

悟　

様

（
亡　

く
に
こ
）

尾　

谷　
　

奥
西　

忠
正　

様

（
亡　

朝　

子
）

勝
央
町　
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）
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高
村　

瑞
枝　
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克
）

倉
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藤
本　
　

功　
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（
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神
戸
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平
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則
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（
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谷
三
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）

草
津
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小
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誠
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様

（
亡　
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）

後　
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春
名　

重
明　

様

宮　

原　
　

田
中　
　

一　

様

福　

本　
　

角
南
貴
久
夫　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様


